
２．｢日々の写生展｣の会場に移り、じっくりと作品を鑑賞。

１．オリエンテーション。「今日は水彩画を楽しみましょう！」

６．透明水彩ならではの、発色や仕上がりを楽しみました。

４．構図のバランスを考えながら、鉛筆でスケッチ。
　　

５．ハイライトの部分を残しながら･･･、描きすぎないことが大事ですね。

Akita Museum of Modern Art

３月22日(日)
10:00 ～ 16:00

会場：近代美術館 1階実習室

参加人数
　１５人

内　容
　透明水彩絵の具を使って、季節の
　野菜や果物、花などを描きました。

講　師
当館学芸主事

企画展・
日々の写生　画家たちの生きた時代
ワークショップのご紹介です！

水彩画を楽しもう水彩画を楽しもう

３．透明水彩について、基礎的な扱い方をレクチャー。


